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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め定める見出し語に関する例文を含む説明情報を表示する表示手段と、
　ユーザによって前記表示手段に表示された例文内で少なくとも、主語、述語および目的
語の役割に相当する語句がいずれであるかを抽出することの指示を入力する入力手段と、
　前記見出し語および説明情報を含む辞書情報が記憶されている記憶手段と、
　前記入力手段によって前記指示が入力されたとき、前記記憶手段に記憶される辞書情報
に基づいて、入力された指示に基づく役割に相当する語句が例文内のいずれであるかを抽
出する役割抽出手段と、
　前記役割抽出手段によって抽出された語句およびその役割を前記表示手段に表示させる
制御手段とを含むことを特徴とする電子辞書装置。
【請求項２】
　電子辞書装置のコンピュータを制御するための電子辞書制御プログラムであって、
　前記コンピュータを、
　　予め定める見出し語に関する例文を含む説明情報を表示する表示手段と、
　　ユーザによって前記表示手段に表示された例文内で少なくとも、主語、述語および目
的語の役割に相当する語句がいずれであるかを抽出することの指示を入力することができ
る入力手段と、
　　前記入力手段によって前記指示が入力されたとき、前記見出し語および説明情報を含
む辞書情報が記憶されている辞書情報に基づいて、入力された指示に基づく役割に相当す
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る語句が例文内のいずれであるかを抽出する役割抽出手段と、
　　前記役割抽出手段によって抽出された語句およびその役割を前記表示手段に表示させ
る制御手段、
　として機能させるようにしたコンピュータ読み込み可能な電子辞書制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力された見出し語に対応する説明情報を、辞書情報から検索して抽出し、
その抽出した説明情報を表示する電子辞書装置および電子辞書制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子辞書装置は、紙製の辞書の数冊分に相当する辞書データが収録されており、収録さ
れる辞書データ数は増加する傾向にある。外国語の辞書データが収録される電子辞書装置
では、英語の辞書データだけでなく、中国語、ドイツ語およびフランス語などの言語辞書
データが収録された電子辞書装置が知られている。
【０００３】
　図４０は、従来の技術の電子辞書装置における見出し語２に関する説明情報の表示例を
示す図である。従来の技術の電子辞書装置には、中国語の辞書データが収録されている。
以下の説明では、図４０の参照符２で示す見出し語を表わす文字および図４０の参照符８
で示す文字は、代用文字「請」で表記し、図４０の参照符９で示す文字は、代用文字「説
」で表記する。中日辞書モードに設定されたときに、たとえば「請」という見出し語を調
べると、図４０に示すように、表示画面１には、見出し語２に関する説明情報として、見
出し語２、見出し語の発音３、見出し語の品詞４、見出し語の意味５、見出し語を用いた
例文６および例文の意味７が表示される。なお、図４０では、中国語の発音表示における
音調記号は省略している。
【０００４】
　特許文献１記載の中国語の表示方式では、１つの音節単位に同一の音節を持つ漢字群を
、ピンインを構成する声母と韵母とから成る音節およびアクセントを表わす声調、漢字の
画数および中国国家標準文字コード（以下、単に「国標コード」と表記する）の３要素に
基づいて、漢字毎に昇順に並べ換えを行った辞書ファイルを作成する。ユーザによってピ
ンインの音節部分がアルファベットで入力されると、作成した辞書ファイルに基づいて、
該当する漢字がメニュー画面に、１声、２声、３声および４声と称される４つの声調符号
の１声から順に表示される。同一声調の漢字は画数の少ない順に表示され、同一画数の漢
字は国標コードの小さい順に表示される。
【０００５】
　特許文献２記載の電子機器では、入力手段からピンイン情報と四声情報とがそれぞれ入
力されると、入力されたピンイン情報および四声情報は、一旦記憶手段に記憶される。記
憶手段に記憶されているピンイン情報および四声情報と、辞書手段内の漢字に付加されて
いるピンイン情報および四声情報とを比較して一致するか否かが、判断手段によって判断
される。判断の結果が一致する場合には、一致したピンイン情報および四声情報の付加さ
れている漢字が辞書手段から読出されて、表示手段に表示される。判断の結果が一致しな
い場合には、ピンイン情報のみが一致する漢字が漢字候補として辞書手段から読出されて
、表示手段に表示される。
【０００６】
　特許文献３記載の漢字文章入力装置では、使用頻度情報と直近利用情報とを含む辞書を
用いて、読み文字列を辞書引きし、読みに対応する漢字および品詞が決定できたときに表
示する漢字と、未決定の読みに対して暫定的に与えられる漢字の表示形態を区別するよう
に構成されている。暫定的な漢字としては、未決定の読みに対して最も使用頻度が高い漢
字の品詞を調べ、使用頻度の高い漢字で暫定するように指定された品詞であれば、最も使
用頻度の高い漢字を表示し、前記指定された品詞でなければ、辞書の並びに基づいた先頭
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の漢字を表示する。
【０００７】
　特許文献４記載の翻訳支援装置では、原語と訳語との対応関係が記憶された辞書を用い
て、キーボードなどの入力装置を用いて入力された原語文字列が中国語であるか否かを判
定し、中国語であると判定された原語、通し番号、日本語訳語、中国語文字数および日本
語文字数を対応付けて、中日対応テーブルを作成する。次に、原語、日本語訳語および通
し番号を対応付けて、対応表示位置決めテーブルを作成する。表示装置には、最上列に中
国語、その下の列に日本語訳語、その下の列に通し番号が中日対応画面として表示される
とともに、翻訳文組立て指示入力エリアが表示される。入力装置を用いて翻訳文組立て指
示入力エリアに、数字または文字が入力されると、順番に通し番号であるか挿入語である
かが判定される。通し番号であると判定された場合は、対応テーブルから該当する訳語が
取出されて、翻訳文組立てテーブルに格納され、挿入語であると判定された場合は、入力
された語がそのまま翻訳文組立てテーブルに格納される。翻訳指示キーが入力されると、
翻訳文組立てテーブルの内容が表示装置に表示される。
【０００８】
【特許文献１】特開平１－２３３５５０号公報
【特許文献２】特開平３－２８９６４号公報
【特許文献３】特開平６－１４９７９１号公報
【特許文献４】特開平６－２８２５６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　前述の特許文献１記載の中国語の表示方式、特許文献２記載の電子機器および特許文献
３記載の漢字文章入力装置は、入力または検索された中国語の文に対して、その文を構成
する語句の説明を表示するように構成されていないので、ユーザは、入力または検索され
た中国語の文を即座に理解することが困難であるという問題がある。
【００１０】
　前述の特許文献４記載の翻訳支援装置は、入力された中国語の文字列の下に、文字列を
構成する各漢字に対応する日本語訳語を表示するように構成されており、中国語の文字列
を参照しながらその文字列の意味を理解することができる。しかし、文字列を構成する各
漢字のその他の情報、たとえば他の意味、発音および品詞を表示するように構成されてい
ないので、ユーザは、中国語の文字列を構成する各漢字が他の文で用いられたとき、その
文で用いられた漢字の意味および文の意味などを同時に理解することができないという問
題がある。
【００１１】
　ここで、中国語は、日本語および英語のように活用形がなく、また助詞もないため、１
つの文章を構成する各漢字は、文章中の位置によって意味および役割が変化する。したが
って、図４０に示す見出し語を用いた例文６を構成する各漢字の意味および文章内におけ
る役割を把握することは難しく、たとえ辞書を用いて調べても、文章の意味を把握するこ
とは困難である。さらに、電子辞書に搭載されるジャンプ機能を用いて、前記例文を構成
する各漢字の意味を１つずつ調べるときには、一旦検索画面に戻って、新たに検索設定を
し直さなければならないので、ユーザにとって大きな負担になるという問題がある。また
、先に調べた例文が、次に調べた漢字を用いた例文に置換されて表示されてしまうので、
ユーザが１つの文章を理解するまでに多くの時間を要するという問題がある。
【００１２】
　本発明の目的は、調べ直すために要する時間を省略し、学習効率の向上を図ることがで
きる電子辞書装置および電子辞書制御プログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、予め定める見出し語に関する例文を含む説明情報を表示する表示手段と、
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　ユーザによって前記表示手段に表示された例文内で少なくとも、主語、述語および目的
語の役割に相当する語句がいずれであるかを抽出することの指示を入力する入力手段と、
　前記見出し語および説明情報を含む辞書情報が記憶されている記憶手段と、
　前記入力手段によって前記指示が入力されたとき、前記記憶手段に記憶される辞書情報
に基づいて、入力された指示に基づく役割に相当する語句が例文内のいずれであるかを抽
出する役割抽出手段と、
　前記役割抽出手段によって抽出された語句およびその役割を前記表示手段に表示させる
制御手段とを含むことを特徴とする電子辞書装置である。
【００１４】
　また本発明は、電子辞書装置のコンピュータを制御するための電子辞書制御プログラム
であって、
　前記コンピュータを、
　　予め定める見出し語に関する例文を含む説明情報を表示する表示手段と、
　　ユーザによって前記表示手段に表示された例文内で少なくとも、主語、述語および目
的語の役割に相当する語句がいずれであるかを抽出することの指示を入力することができ
る入力手段と、
　　前記入力手段によって前記指示が入力されたとき、前記見出し語および説明情報を含
む辞書情報が記憶されている辞書情報に基づいて、入力された指示に基づく役割に相当す
る語句が例文内のいずれであるかを抽出する役割抽出手段と、
　　前記役割抽出手段によって抽出された語句およびその役割を前記表示手段に表示させ
る制御手段、
　として機能させるようにしたコンピュータ読み込み可能な電子辞書制御プログラムであ
る。
【００１９】
　さらに本発明は、前記入力手段は、第１言語の例文内で少なくとも主語、述語および目
的語の役割に相当する語句がいずれであるかを抽出する指示を入力することができ、
　入力手段によって前記指示が入力されたとき、前記記憶手段に記憶される辞書情報に基
づいて、入力された指示に基づく役割に相当する語句が例文内のいずれであるかを抽出す
る役割抽出手段を含み、
　前記制御手段は、前記役割抽出手段によって抽出された語句およびその役割を表示手段
に表示させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、ユーザが入力手段によって第１言語の例文内で少なくとも主語、述語
および目的語の役割に相当する語句がいずれであるかを抽出する指示が入力したときは、
役割抽出手段によって、記憶手段に記憶される辞書情報に基づいて、入力された指示に基
づく役割に相当する語句が例文内のいずれであるかが抽出される。抽出された語句および
その役割の表記は、制御手段によって表示手段に表示される。
【００３５】
　前述のように、前記指示が入力されたときは、表示手段に例文を表示させた状態で継続
的に役割抽出手段によって抽出される語句およびその役割の表記をも表示させることがで
きるので、例文内で各役割に相当する語句がいずれであるかを新たに調べ直す必要がなく
、調べ直すために要する無駄な時間を省略し、学習効率の向上を図ることができる。
【００４６】
　また本発明によれば、電子辞書プログラムは、コンピュータによって実行される。
【００４７】
　これによって、電子辞書制御プログラムを、汎用的なコンピュータを用いて実行すると
、例文を表示させた状態で継続的に例文を構成する語句の説明をも表示させることができ
、その語句を新たに調べ直す必要がなく、調べ直すために要する無駄な時間を省略し、学
習効率の向上を図ることができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００４８】
　図１は、本発明の第１の実施形態である電子辞書装置１００の外観を示す図である。電
子辞書装置１００は、キャビネット１０、表示部１１、日中キー１２、中日キー１３、ス
キャンキー１４、作成キー１５、主語キー１６、述語キー１７、目的語キー１８、部首・
部品キー１９、画数キー２０、発音キー２１、英数字キー２２、電源キー２３、設定キー
２４、検索キー２５、変換キー２６、確定キー２７、カーソルキー２８およびスクロール
キー２９を含んで構成される。
【００４９】
　前記表示部１１、日中キー１２、中日キー１３、スキャンキー１４、作成キー１５、主
語キー１６、述語キー１７、目的語キー１８、部首・部品キー１９、画数キー２０、発音
キー２１、英数字キー２２、電源キー２３、設定キー２４、検索キー２５、変換キー２６
、確定キー２７、カーソルキー２８およびスクロールキー２９は、キャビネット１０の一
表面部にそれぞれ設けられる。
【００５０】
　表示部１１は、第１言語、本実施形態では中国語によって表わされる予め定める見出し
語に関する少なくとも第２言語、本実施形態では日本語によって表わされる意味ならびに
中国語の例文およびその意味を含む説明情報を表示する。表示部１１は、たとえば液晶デ
ィスプレイ（Liquid Crystal Display；略称：ＬＣＤ）によって実現される。
【００５１】
　日中キー１２は、日中辞書モードに設定するためのキーであって、日本語を中国語に翻
訳するときに操作される。中日キー１３は、中日辞書モードに設定するためのキーであっ
て、中国語を日本語に翻訳するときに操作される。スキャンキー１４は、画像読取りモー
ドに設定するためのキーであって、電子辞書装置１００に光学式文字読取り装置（
Optical Character Reader；略称：ＯＣＲ）を接続して画像を読取るときに操作される。
【００５２】
　作成キー１５は、文作成モードに設定するためのキーであって、後述する英数字キー２
２を用いて文を作成するときに操作される。主語キー１６は、表示部１１に表示される文
中で、主語の役割を果たす語句およびその役割を表示させるときに操作される。述語キー
１７は、表示部１１に表示される文中で、述語の役割を果たす語句およびその役割を表示
させるときに操作される。目的語キー１８は、表示部１１に表示される文中で、目的語の
役割を果たす語句およびその役割を表示させるときに操作される。
【００５３】
　部首・部品キー１９は、検索する見出し語の部首または部品の画数を入力するときに操
作される。画数キー２０は、検索する見出し語の総画数を入力するときに操作される。発
音キー２１は、検索する見出し語の発音を入力するときに操作される。
【００５４】
　英数字キー２２は、アルファベットキーおよびかなキーなどの文字キーと、数字キーお
よび記号キーとを含むキー群で構成され、見出し語を検索するときに操作される。電源キ
ー２３は、電子辞書装置１００の電源をオンおよびオフするときに操作される。設定キー
２４は、表示部１１に表示される例文を構成する語句の中で、選択された語句の説明のう
ち、表示部１１に表示する表示項目を設定するときに操作される。検索キー２５は、所定
の検索条件、たとえば見出し語の部首または部品の画数、見出し語の総画数および見出し
語の発音に基づいて見出し語を検索する検索モードに切換えるキーであって、見出し語を
検索するときに操作される。
【００５５】
　変換キー２６は、日本語入力または中国語入力をするときに操作される。変換キー２６
を操作することによって、平仮名またはピンインで入力された語句が漢字に変換される。
ここで、ピンインは中国語の発音を表わす。確定キー２７は、所定の入力および選択を確
定するときに操作される。
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【００５６】
　カーソルキー２８は、上下左右の各キーによって構成され、表示部１１に表示されたカ
ーソルの移動を行うときに操作される。スクロールキー２９は、上下の各キーによって構
成され、表示部１１の表示画面のスクロールを行うときに操作される。
【００５７】
　図２は、電子辞書装置１００の電気的構成を示すブロック図である。図３は、ＲＯＭ３
５に記憶されている内容を示す図である。図４は、単字見出し語データ３７の内容の一例
を示す図である。図５は、単字見出し語データ３７の内容の一例を示す図である。図６は
、熟字見出し語データ３８の内容の一例を示す図である。図７は、熟字見出し語データ３
８の内容の一例を示す図である。図８は、熟字見出し語データ３８の内容の一例を示す図
である。以下の説明において、図４、図６、図７および図８の参照符８０で示す見出し語
を構成する文字は、代用文字「請」で表記し、図５および図８の参照符８１で示す見出し
語を構成する文字は、代用文字「尓」で表記する。また、以下の説明において、図８の参
照符８２で示す見出し語を構成する文字は、代用文字「説」で表記する。
【００５８】
　電子辞書装置１００は、図２に示すように、表示部１１、キー入力部３１、入力制御部
３２、ＣＰＵ（Central Processing Unit）３３、表示制御部３４、ＲＯＭ（Read Only
 Memory）３５およびＲＡＭ（Random Access Memory）３９を含んで構成される。
【００５９】
　キー入力部３１は、検索する見出し語の入力などを行うために操作され、図１に示す日
中キー１２、中日キー１３、スキャンキー１４、作成キー１５、主語キー１６、述語キー
１７、目的語キー１８、部首・部品キー１９、画数キー２０、発音キー２１、英数字キー
２２、電源キー２３、設定キー２４、検索キー２５、変換キー２６、確定キー２７、カー
ソルキー２８およびスクロールキー２９がこれに相当する。
【００６０】
　入力制御部３２は、キー入力部３１の複数のキーのうちいずれのキーが押下されたかを
示すキー情報をＣＰＵ３３へ送る。
【００６１】
　ＣＰＵ３３は、後述するＲＯＭ３５に記憶される電子辞書プログラム３６に従って、電
子辞書装置１１を構成する上記の表示部１１、キー入力部３１、入力制御部３２、表示制
御部３４、ＲＯＭ３５およびＲＡＭ４０を含むハードウェア資源を制御する。ＣＰＵ３３
は、入力制御部３２から送られてきた前記キー情報に基づいて、予め定める動作処理を実
行し、表示部１１に表示する表示データを表示制御部３４に送る。ＣＰＵ３３は、キー入
力部３１によって入力された見出し語に対応する説明情報を、後述するＲＯＭ３５に記憶
される単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索して抽出する処理
を実行する。
【００６２】
　表示制御部３４は、ＣＰＵ３３から送られてきた表示データ、たとえば前記抽出された
説明情報のうち見出し語の意味、見出し語を用いた例文およびその意味の表記ならびに前
記例文中のユーザによって選択された語句の説明を、表示部１１に表示するために適した
データに変換して表示部１１へ送る。
【００６３】
　ＲＯＭ３５には、図３に示すように、電子辞書プログラム３６、単字見出し語データ３
７、熟字見出し語データ３８および文法テーブル３９が記憶される。ＲＯＭ３５は、たと
えば不揮発性メモリであるフラッシュメモリによって実現される。電子辞書プログラム３
６は、電子辞書装置１００を動作させるための動作プログラムである。
【００６４】
　単字見出し語データ３７は、図４および図５に示すように、漢字１字によって構成され
る見出し語（以下、「単字見出し語」と表記する場合がある）に関する発音（ピンイン）
、品詞、意味、見出し語に対応する日本語の漢字、見出し語の部首およびそれに対応する
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日本語の字形、部首の名称、見出し語の部品およびそれに対応する日本語の字形ならびに
見出し語を用いた例文を含む。図４には、単字見出し語「請」に関する単字見出し語デー
タ３７の内容を示しており、図５には、単字見出し語「尓」に関する単字見出し語データ
３７の内容を示している。なお、図５において、「日本語の漢字」の右隣に示す記号「－
」は、見出し語に対応する日本語の漢字が存在しないことを表わす。
【００６５】
　熟字見出し語データ３８は、図６、図７および図８に示すように、２字以上の漢字によ
って構成される見出し語（以下、「熟字見出し語」と表記する場合がある）に関する品詞
、意味ならびに見出し語を用いた例文およびその意味を含む。なお、見出し語の品詞は、
該当する品詞が存在する場合に限る。図６には、熟字見出し語「請安」に関する熟字見出
し語データ３８の内容を示しており、図７には、熟字見出し語「請求」に関する熟字見出
し語データ３８の内容を示している。図８には、熟字見出し語「請尓再説一遍」に関する
熟字見出し語データ３８の内容を示している。
【００６６】
　単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８は、互いに関連付けられており
、単字見出し語データ３７の中の例文を表示部１１に表示するときは、熟字見出し語デー
タ３８に含まれる例文が用いられる。また、熟字見出し語データ３８に含まれる例文なら
びに見出し語を構成する漢字１字の意味および発音の表記を表示部１１に表示するときは
、単字見出し語データ３７に含まれる例文ならびに見出し語の意味および発音が用いられ
る。
【００６７】
　文法テーブル３９は、漢字の語順による意味および役割の変化ならびに他の漢字との組
合せによる意味および役割の変化などの中国語特有の文法規則を含む。
【００６８】
　ＲＡＭ４０は、見出し語およびそれに対応する説明情報を、ＲＯＭ３５に記憶される単
字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索して抽出したとき、その抽
出された見出し語を記憶するとともに、抽出された見出し語の中からユーザによって１つ
の見出し語が選択されたとき、その選択された見出し語およびそれに対応する説明情報、
たとえば見出し語の発音、品詞、意味、見出し語に対応する日本語の漢字、部首、部首に
対応する日本語の字形、部首の名称、部品およびそれに対応する日本語の字形ならびに例
文およびその意味を記憶する。また、ユーザによって、表示部１１に表示された例文を構
成する語句が選択されたとき、ＲＯＭ３５の単字見出し語データ３７または熟字見出し語
データ３８から、選択された語句の意味、発音、品詞、前記語句に対応する日本語の漢字
、部首、部首に対応する日本語の字形、部首の名称、部品およびそれに対応する日本語の
字形ならびに選択された語句の例文内の役割を読出して記憶する。
【００６９】
　前述の入力制御部３２、ＣＰＵ３３、表示制御部３４、ＲＯＭ３５およびＲＡＭ４０は
、１つのＬＳＩ（Large Scale Integration）チップ上に集積され、マイクロコンピュー
タとして機能する。電子辞書装置１００は、電池および電池端子ならびにＬＳＩチップの
回路構成がプリントされたプリント基板（Printed Circuit Board；略称：ＰＣＢ）を含
んで構成される。また、ＰＣＢとＬＣＤとは、ホットメルトフィルム（Hot Melt Film；
略称：ＨＭＦ）と呼称される熱接着型の接着フィルムによって接続される。
【００７０】
　なお、表示手段は、表示部１１、ＣＰＵ３３、表示制御部３４、ＲＯＭ３５およびＲＡ
Ｍ４０によって構成される。入力手段は、キー入力部３１および入力制御部３２によって
構成される。記憶手段は、ＲＯＭ３５およびＲＡＭ４０によって構成される。制御手段は
、ＣＰＵ３３、ＲＯＭ３５およびＲＡＭ４０によって構成される。役割判断手段および役
割抽出手段は、ＣＰＵ３３、ＲＯＭ３５およびＲＡＭ４０によって構成される。接続手段
は、たとえば図示しない外部コネクタによって構成される。
【００７１】
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　図９は、見出し語を検索するときの表示画面の表示例を示す図である。図１０は、部首
画数および部品画数を入力したときの表示画面の表示例を示す図である。図１１は、部首
候補から部首を選択したときの表示画面の表示例を示す図である。図１２は、部首および
部品を選択することによって検索された検索語の表示画面の表示例を示す図である。図１
３は、部首画数を入力して表示される部首候補から部首を選択することによって検索され
た検索語の表示画面の表示例を示す図である。
【００７２】
　以下の実施形態では、第１言語として中国語を用い、第２言語として日本語を用いる場
合について説明する。また、以下の説明において、図１２の参照符４７で示す検索語候補
を表わす文字は、代用文字「請」で表記する。
【００７３】
　本実施形態では、中日キー１３が押下され、中日辞書モードに設定されたときの電子辞
書装置１００の動作処理について説明する。まず、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語
データ３７および熟字見出し語データ３８に基づいて、中国語の予め定める見出し語を検
索する。本実施形態では、検索条件として、部首画数、部品画数、総画数および発音のい
ずれかを、英数字キー２２を用いて入力し、入力した検索条件に基づいて見出し語の検索
を行う。部首の画数、部品の画数および総画数は、部首画数入力欄４１、部品画数入力欄
４２および総画数入力欄４３にそれぞれ入力し、発音は、発音入力欄４４に入力する。
【００７４】
　本実施形態では、部首画数および部品画数を検索条件として、見出し語の検索を行う。
まず、部首画数入力欄４１に数字「２」を入力し、部品画数入力欄４２に数字「８」を入
力した後、検索キー２５を押下すると、前記単字見出し語データ３７および熟字見出し語
データ３８に基づいて、入力された検索条件に該当するデータが検索されて抽出され、図
９に示すように、部首画数入力欄４１の右隣には抽出された２画の部首候補４５が表示さ
れ、部品画数入力欄４２の右隣には抽出された８画の部品候補４６が表示される。
【００７５】
　次に、表示された部首候補４５から所定の部首を、カーソルキー２８を用いて選択し、
確定キー２７を押下して部首を確定する。本実施形態では、図１１に示すように、部首候
補４５から、ごんべんが選択および確定される。部首が確定すると、確定した部首と組合
せたとき、中国語で用いられる漢字として成立しない部品は部品候補４６から削除され、
確定した部首と組合せたとき、中国語で用いられる漢字として成立する部品のみが、部品
候補４６として表示される。本実施形態では、図１１に示すように、部首として確定した
ごんべんと組合せたとき、中国語で用いられる漢字として成立する部品のみが、部品候補
４６として表示される。
【００７６】
　次に、表示された部品候補４６から所定の部品を、カーソルキー２８を用いて選択し、
確定キー２７を押下して部品を確定する。部品が確定すると、検索語候補４７が表示され
る。本実施形態では、図１２に示すように、部品候補４６から、「青」が選択および確定
され、検索語候補４７として「請」が表示される。ユーザは、検索語候補４７として表示
される文字「請」を、カーソルキー２８を用いて選択し、確定キー２７を押下することに
よって、見出し語を確定する。
【００７７】
　前述のように、部首画数および部品画数を検索条件として、単字見出し語データ３７お
よび熟字見出し語データ３８に基づいて、前記検索条件に該当する見出し語を検索および
抽出したときには、該当する見出し語が１つであるので、検索語候補４７として１つの漢
字が表示される。また、入力する検索条件が少ない場合は、検索条件に該当する検索語候
補が複数存在するので、複数の検索語候補４７が表示される。本実施形態において、たと
えば図１３に示すように、部首の画数のみを検索条件とし、部首画数入力欄４１に数字「
２」を入力すると、部首画数入力欄４１の右隣には２画の部首候補４５が表示される。こ
の部首候補４５の中から、カーソルキー２８を用いてごんべんを選択し、確定キー２７を
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押下して部首を確定すると、ごんべんを用いた複数の漢字が検索語候補４７として表示さ
れる。ユーザは、表示される複数の検索語候補４７の中から、カーソルキー２８を用いて
１つの漢字を選択し、確定キー２７を押下することによって、見出し語を確定する。
【００７８】
　図１４は、電子辞書装置１００における見出し語５０に関する説明情報の表示例を示す
図である。図１５は、見出し語５０を用いた例文を構成する語句が選択されたときの選択
語句５６に関する説明の表示例を示す図である。図１６は、見出し語５０を用いた例文を
構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関する説明の表示例を示す図である。以
下の説明において、図１４～図１６の参照符５０で示す見出し語を表わす文字ならびに図
１４および図１５の参照符５６で示す選択語句を表わす文字は、代用文字「請」で表記す
る。また、以下の説明において、図１６の参照符５６で示す選択語句を表わす文字は、代
用文字「尓」で表記する。
【００７９】
　前述のようにして見出し語２が確定され、キー入力部３１によって見出し語５０が入力
されると、見出し語５０に対応する説明情報、たとえば見出し語の発音、品詞、意味なら
びに見出し語を用いた例文およびその意味が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語デー
タ３７および熟字見出し語データ３８から検索されて抽出される。そして、抽出された見
出し語の発音の表記５１、見出し語の品詞の表記５２、見出し語の意味の表記５３、見出
し語を用いた例文の表記５４および見出し語を用いた例文の意味の表記５５を含む見出し
語５０の説明情報が、表示部１１に表示される。見出し語関連情報は、見出し語の発音、
見出し語の品詞および見出し語の意味である。
【００８０】
　本実施形態において、「請」が見出し語５０として確定したとすると、「請」の発音、
品詞、意味ならびに「請」を用いた例文およびその意味を含む見出し語５０として入力し
た「請」の説明情報が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出
し語データ３８から検索されて抽出される。そして、抽出された「請」の発音５１、「請
」の品詞５２、「請」の意味５３ならびに「請」を用いた例文の表記５４およびその意味
５５を含む見出し語５０として入力した「請」の説明情報が、図１４に示すように、表示
部１１に表示される。
【００８１】
　ここで、本実施形態では、選択語句５６の品詞の表記５２を略語で表示しており、たと
えば動詞を表わす略語を「動」、名詞を表わす略語を「名」および代名詞を表わす略語を
「代」としている。見出し語の説明情報が表示部１１に表示された状態で、カーソルキー
２８が押下されると、図１４に示すように、見出し語５０として入力した「請」を用いた
例文内にカーソルが表示される。
【００８２】
　表示部１１に表示された前記「請」を用いた例文を構成する語句のうちいずれかの語句
が、ユーザによってカーソルキー２８を用いて選択され、確定キー２７が押下されると、
選択された語句（以下、単に「選択語句」と表記する場合がある）５６の説明が、単字見
出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索されて抽出され、抽出された前
記選択語句５６の予め定める説明が、前記見出し語５０の説明情報とともに表示部１１に
表示される。
【００８３】
　本実施形態では、前記例文から「請」が選択語句５６として選択されて、選択語句「請
」の例文内における意味が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から
検索されて抽出され、抽出された選択語句「請」の例文内における意味の表記５７が、図
１５に示すように、前記見出し語５０として入力した「請」の説明情報とともに表示部１
１に表示される。
【００８４】
　また、本実施形態において、前記例文から「尓」が選択語句５６として選択されると、
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選択語句「尓」の例文内における意味が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語デ
ータ３８から検索されて抽出され、図１６に示すように、抽出された選択語句「尓」の例
文内における意味の表記５７が、前記見出し語５０として入力した「尓」の説明情報とと
もに表示部１１に表示される。
【００８５】
　図１７は、見出し語５０の説明情報および選択語句５６の説明の表示処理の一例を示す
フローチャートである。
【００８６】
　ステップａ１では、検索キー２５が押下されたか否かを判断する。ステップａ１におい
て、検索キー２５が押下されたと判断されたときは、ステップａ２に進み、検索キー２５
が押下されていないと判断されたときは、検索キー２５が押下されるまで待機する。
【００８７】
　ステップａ２では、図９に示すように、表示部１１に検索画面を表示する。ステップａ
３では、見出し語５０の検索条件が入力されたか否かを判断する。ステップａ３において
、見出し語５０の検索条件が入力されたと判断されたときは、ステップａ４に進み、見出
し語５０の検索条件が入力されていないと判断されたときは、見出し語５０の検索条件が
入力されるまで待機する。ここで、本実施形態の検索条件は、部首画数、部品画数、総画
数および発音である。
【００８８】
　ステップａ４では、入力された検索条件に該当する見出し語を、ＲＯＭ３５に記憶され
る単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索して抽出する。
【００８９】
　ステップａ５では、入力された検索条件に該当する見出し語５０が抽出されたか否かを
判断する。ステップａ５において、検索条件に該当する見出し語５０が抽出されたと判断
されたときは、ステップａ６に進み、検索条件に該当する見出し語５０が抽出されていな
いと判断されたときは、ステップａ１５に進む。ステップａ１５では、検索条件に該当す
る見出し語がない旨の情報、たとえば「該当する見出し語はありません」というメッセー
ジを表示部１１に表示して、すべての処理を終了する。
【００９０】
　ステップａ６では、抽出された見出し語５０をＲＡＭ４０に記憶する。ステップａ７で
は、ＲＡＭ４０から前記見出し語５０を読出し、この読出した見出し語５０のリストを、
表示部１１に表示する。
【００９１】
　ステップａ８では、表示部１１に表示された見出し語５０のリストの中から１つの見出
し語５０がユーザによって選択されたか否かを判断する。ステップａ８において、表示さ
れた見出し語５０の１つがユーザによって選択されたと判断されたときは、ステップａ９
に進み、表示された見出し語５０の１つがユーザによって選択されていないと判断された
ときは、表示された見出し語５０の１つが選択されるまで待機する。
【００９２】
　ステップａ９では、ユーザによって選択された見出し語５０の説明情報、たとえば見出
し語の発音、品詞、意味ならびに見出し語を用いた例文およびその意味をＲＡＭ４０に記
憶する。ステップａ１０では、ユーザによって選択された見出し語５０の説明情報を、図
１４に示すように、表示部１１に表示する。
【００９３】
　ステップａ１１では、見出し語を用いた例文内の語句がユーザによって選択されたか否
かを判断する。ステップａ１１において、見出し語を用いた例文内の語句がユーザによっ
て選択されたと判断されたときは、ステップａ１２に進み、見出し語を用いた例文内の語
句がユーザによって選択されていないと判断されたときは、見出し語を用いた例文内の語
句がユーザによって選択されるまで待機する。
【００９４】
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　ステップａ１２では、ユーザによって選択された語句５６の前記例文内における意味を
、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検
索して抽出する。ステップａ１３では、ステップｂ１２において抽出された前記語句の例
文内における意味の表記５７をＲＡＭ４０に記憶する。
【００９５】
　ステップａ１４では、ＲＡＭ４０から前記選択された語句の例文内における意味を読出
し、読出した語句の例文内における意味の表記５７を、図１５および図１６に示すように
、前記見出し語５０の説明情報とともに表示部１１に表示して、すべての処理を終了する
。
【００９６】
　以上のように本実施形態によれば、中国語の見出し語５０が入力されると、入力された
見出し語５０に対応する説明情報が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７お
よび熟字見出し語データ３８から検索されて抽出され、抽出された説明情報、たとえば見
出し語の発音の表記５１、見出し語の品詞の表記５２、見出し語の意味の表記５３ならび
に見出し語を用いた例文の表記５４および例文の意味の表記５５が、表示部１１に表示さ
れる。見出し語を用いた例文を構成する語句がユーザによって選択されたときは、選択さ
れた語句の説明、本実施形態では選択語句５６の例文内における意味の表記５７が、表示
部１１に表示される。
【００９７】
　前述のように、例文を構成する語句がユーザによって選択されたとき、選択語句５６の
例文内における意味の表記５７を表示部１１に表示させるので、例文を構成する語句の説
明を表示させるか否かの選択上の自由度を向上し、その語句の選択によってユーザに提供
することができる情報量を増加することができる。
【００９８】
　また、表示部１１に見出し語を用いた例文の表記５４を表示させた状態で継続的に選択
語句５６の例文内における意味の表記５７をも表示させることができるので、その語句の
例文内における意味を新たに調べ直す必要がなく、調べ直すために要する無駄な時間を省
略し、学習効率の向上を図ることができる。
【００９９】
　図１８は、第２の実施形態である電子辞書装置１００において、見出し語を用いた例文
を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関する説明の表示例を示す図である。
本実施形態の電子辞書装置は、第１の実施形態の電子辞書装置１００と同様の構成および
機能を有するので、本実施形態の電子辞書装置の構成要素には第１の実施形態の電子辞書
装置１００の構成要素と同一の参照符を付し、詳細説明は省略する。
【０１００】
　また、以下の説明において、図１８の参照符５０で示す見出し語を表わす文字および図
１８の参照符５６で示す選択語句を表わす文字は、代用文字「請」で表記する。
【０１０１】
　本実施形態において、中日キー１３を押下し、中日辞書モードに設定した状態で、第１
の実施形態と同様に、「請」を見出し語５０として確定して入力すると、「請」の発音、
品詞、意味、例文および例文の意味を含む見出し語５０として入力した「請」の説明情報
が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から
検索されて抽出される。そして、抽出された前記見出し語５０として入力した「請」の発
音の表記５１、「請」の品詞の表記５２、「請」の意味の表記５３、「請」を用いた例文
の表記５４およびその意味の表記５５を含む見出し語５０として入力した「請」の説明情
報が、図１８に示すように、表示部１１に表示される。
【０１０２】
　ここで、本実施形態では、選択語句５６の品詞の表記５２を略語で表示しており、たと
えば動詞を表わす略語を「動」、名詞を表わす略語を「名」および代名詞を表わす略語を
「代」としている。見出し語５０として入力した「請」の説明情報が表示部１１に表示さ
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れた状態で、カーソルキー２８を押下すると、図１８に示すように、見出し語５０として
入力した「請」を用いた例文内にカーソルが表示される。
【０１０３】
　表示部１１に表示された前記「請」を用いた例文を構成する語句のうちいずれかの語句
が、ユーザによってカーソルキー２８を用いて選択され、確定キー２７が押下されると、
選択された語句（以下、単に「選択語句」と表記する場合がある）５６の予め定める説明
が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索されて抽出され、抽
出された前記選択語句５６の予め定める説明が、前記見出し語５０として入力した「請」
の説明情報とともに表示部１１に表示される。
【０１０４】
　本実施形態では、前記例文から「請」が選択語句５６として選択されて、選択語句「請
」の例文内における意味および選択語句「請」の発音が、単字見出し語データ３７および
熟字見出し語データ３８から検索されて抽出される。そして、抽出された選択語句「請」
の例文内における意味の表記５７および選択語句「請」の発音の表記５８が、図１８に示
すように、前記見出し語５０として入力した「請」の説明情報とともに表示部１１に表示
される。
【０１０５】
　本実施形態の見出し語５０の説明情報および選択語句５６の説明の表示処理は、図１７
に示すフローチャートと類似しているので、同様の処理を行う部分の説明は省略し、処理
が異なる部分のみを説明する。
【０１０６】
　第１の実施形態における図１７に示すステップａ１２では、ユーザによって選択された
語句５６の例文内にける意味５７を、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７お
よび熟字見出し語データ３８から検索して抽出する処理を行うが、本実施形態では前述の
処理に代えて、ユーザによって選択された語句の例文内における意味５７および選択語句
の発音５８を、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出し語デー
タ３８から検索して抽出する処理を行う。
【０１０７】
　また、第１の実施形態における図１７に示すステップａ１４では、ＲＡＭ４０から前記
語句の例文内における意味を読出し、読出した語句の例文内における意味の表記５７を、
前記見出し語の説明情報とともに表示部１１に表示する処理を行うが、本実施形態では前
述の処理に代えて、ＲＡＭ４０から前記語句の例文内における意味および選択語句の発音
を読出し、読出した語句の例文内における意味の表記５７および選択語句の発音の表記５
８を、前記見出し語５０の説明情報とともに表示部１１に表示する処理を行う。
【０１０８】
　以上のように本実施形態によれば、中国語の見出し語５０が入力されると、入力された
見出し語５０に対応する説明情報が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７お
よび熟字見出し語データ３８から検索されて抽出され、抽出された説明情報、たとえば見
出し語の発音の表記５１、見出し語の品詞の表記５２、見出し語の意味の表記５３ならび
に見出し語を用いた例文の表記５４および例文の意味の表記５５が、表示部１１に表示さ
れる。見出し語を用いた例文を構成する語句がユーザによって選択されたときは、選択さ
れた語句の説明、本実施形態では選択語句の例文内における意味の表記５７および選択語
句の発音の表記５８が、表示部１１に表示される。
【０１０９】
　前述のように、例文を構成する語句がユーザによって選択されたとき、選択語句の例文
内における意味の表記５７および選択語句の発音の表記５８を表示部１１に表示させるの
で、前記例文を構成する語句の説明として、選択語句の例文内における意味の表記５７お
よび選択語句の発音の表記５８を表示させるか否かの選択上の自由度を向上し、その語句
の選択によってユーザに提供することができる情報量を増加することができる。
【０１１０】
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　また、表示部１１に見出し語を用いた例文の表記５４を表示させた状態で継続的に選択
語句の例文内における意味の表記５７および選択語句の発音の表記５８をも表示させるこ
とができるので、選択語句の例文内における意味および選択語句の発音を新たに調べ直す
必要がなく、調べ直すために要する無駄な時間を省略し、学習効率の向上を図ることがで
きる。
【０１１１】
　図１９は、第３の実施形態である電子辞書装置１００において、見出し語を用いた例文
を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関する説明の表示例を示す図である。
本実施形態の電子辞書装置は、第１の実施形態の電子辞書装置１００と同様の構成および
機能を有するので、本実施形態の電子辞書装置の構成要素には第１の実施形態の電子辞書
装置１００の構成要素と同一の参照符を付し、詳細説明は省略する。
【０１１２】
　また、以下の説明において、図１９の参照符５０で示す見出し語を表わす文字は、代用
文字「請」で表記し、図１９の参照符５６で示す選択語句を表わす文字は、代用文字「説
」で表記する。
【０１１３】
　本実施形態において、中日キー１３を押下し、中日辞書モードに設定した状態で、第１
の実施形態と同様に、「請」を見出し語５０として確定して入力すると、「請」の発音の
品詞、意味ならびに「請」を用いた例文およびその意味を含む見出し語５０として入力し
た「請」の説明情報が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出
し語データ３８から検索されて抽出される。そして、抽出された「請」の発音の表記５１
、「請」の品詞の表記５２、「請」の意味の表記５３、「請」を用いた例文の表記５４お
よびその意味の表記５５を含む見出し語５０として入力した「請」の説明情報が、図１９
に示すように、表示部１１に表示される。
【０１１４】
　ここで、本実施形態では、選択語句５６の品詞の表記５２を略語で表示しており、たと
えば動詞を表わす略語を「動」、名詞を表わす略語を「名」および代名詞を表わす略語を
「代」としている。見出し語５０として入力した「請」の説明情報が表示部１１に表示さ
れた状態で、カーソルキー２８を押下すると、図１９に示すように、前記「請」を用いた
例文内にカーソルが表示される。
【０１１５】
　表示部１１に表示された前記「請」を用いた例文を構成する語句のうちいずれかの語句
が、ユーザによってカーソルキー２８を用いて選択され、確定キー２７が押下されると、
選択された語句（以下、単に「選択語句」と表記する場合がある）５６の予め定める説明
が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索されて抽出され、抽
出された前記選択語句５６の予め定める説明が、前記見出し語５０として入力した「請」
の説明情報とともに表示部１１に表示される。
【０１１６】
　本実施形態では、前記例文から「説」が選択語句５６として選択されて、選択語句「説
」の例文内における意味５７、選択語句「説」の発音５８および選択語句「説」に対応す
る日本語の漢字が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索され
て抽出される。そして、抽出された選択語句「説」の例文内における意味の表記５７、選
択語句「説」の発音の表記５８および選択語句「説」に対応する日本語の漢字の表記５９
が、図１９に示すように、前記見出し語５０として入力した「請」の説明情報とともに表
示部１１に表示される。ただし、選択語句「説」に対応する日本語の漢字の表記５９は、
中国語の漢字と異なる形で存在する場合に限り、表示部１１に表示される。
【０１１７】
　本実施形態の見出し語５０の説明情報および選択語句５６の説明の表示処理は、図１７
に示すフローチャートと類似しているので、同様の処理を行う部分の説明は省略し、処理
が異なる部分のみを説明する。
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【０１１８】
　第１の実施形態における図１７に示すステップａ１２では、ユーザによって選択された
語句の例文内にける意味５７を、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および
熟字見出し語データ３８から検索して抽出する処理を行うが、本実施形態では前述の処理
に代えて、ユーザによって選択された語句の例文内における意味５７、選択語句の発音５
８および選択語句に対応する日本語の漢字５９を、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語
データ３７および熟字見出し語データ３８から検索して抽出する処理を行う。
【０１１９】
　また、第１の実施形態における図１７に示すステップａ１４では、ＲＡＭ４０から前記
語句の例文内における意味を読出し、読出した語句の例文内における意味の表記５７を、
前記見出し語５０の説明情報とともに表示部１１に表示する処理を行うが、本実施形態で
は前述の処理に代えて、ＲＡＭ４０から前記語句の例文内における意味、選択語句の発音
および選択語句に対応する日本語の漢字を読出し、読出した語句の例文内における意味の
表記５７、選択語句の発音の表記５８および選択語句に対応する日本語の漢字の表記５９
を、前記見出し語５０の説明情報とともに表示部１１に表示する処理を行う。
【０１２０】
　以上のように本実施形態によれば、中国語の見出し語５０が入力されると、入力された
見出し語５０に対応する説明情報が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７お
よび熟字見出し語データ３８から検索されて抽出され、抽出された説明情報、たとえば見
出し語の発音の表記５１、見出し語の品詞の表記５２、見出し語の意味の表記５３ならび
に見出し語を用いた例文の表記５４および例文の意味の表記５５が、表示部１１に表示さ
れる。見出し語を用いた例文を構成する語句がユーザによって選択されたときは、選択さ
れた語句の説明、本実施形態では選択語句５６の例文内における意味の表記５７、選択語
句の発音の表記５８および選択語句に対応する日本語の漢字の表記５９が、表示部１１に
表示される。
【０１２１】
　前述のように、例文を構成する語句がユーザによって選択されたとき、選択語句の例文
内における意味の表記５７、選択語句の発音の表記５８および選択語句に対応する日本語
の漢字の表記５９を表示部１１に表示させるので、前記例文を構成する語句の説明として
、選択語句の例文内における意味の表記５７、選択語句の発音の表記５８および選択語句
に対応する日本語の漢字の表記５９を表示させるか否かの選択上の自由度を向上し、その
語句の選択によってユーザに提供することができる情報量を増加することができる。
【０１２２】
　また、表示部１１に見出し語を用いた例文の表記５４を表示させた状態で継続的に選択
語句の例文内における意味の表記５７、選択語句の発音の表記５８および選択語句に対応
する日本語の漢字の表記５９をも表示させることができるので、選択語句の例文内におけ
る意味、選択語句の発音および選択語句に対応する日本語の漢字を新たに調べ直す必要が
なく、調べ直すために要する無駄な時間を省略し、学習効率の向上を図ることができる。
【０１２３】
　図２０は、第４の実施形態である電子辞書装置１００において、見出し語を用いた例文
を構成する語句が選択されたときの選択語句に関する説明の表示例を示す図である。本実
施形態の電子辞書装置は、第１の実施形態の電子辞書装置１００と同様の構成および機能
を有するので、本実施形態の電子辞書装置の構成要素には第１の実施形態の電子辞書装置
１００の構成要素と同一の参照符を付し、詳細説明は省略する。また、以下の説明におい
て、図２０の参照符５０で示す見出し語を表わす文字は、代用文字「請」で表記する。
【０１２４】
　本実施形態において、中日キー１３を押下し、中日辞書モードに設定した状態で、第１
の実施形態と同様に、「請」を見出し語５０として確定して入力すると、「請」の発音、
品詞、意味ならびに「請」を用いた例文およびその意味を含む見出し語５０として入力し
た「請」の説明情報が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出
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し語データ３８から検索されて抽出される。そして、抽出された「請」の発音の表記５１
、「請」の品詞の表記５２、「請」の意味の表記５３、「請」を用いた例文の表記５４お
よび例文の意味の表記５５を含む見出し語５０として入力した「請」の説明情報が、図２
０に示すように、表示部１１に表示される。
【０１２５】
　ここで、本実施形態では、選択語句５６の品詞の表記５２を略語で表示しており、たと
えば動詞を表わす略語を「動」、名詞を表わす略語を「名」および代名詞を表わす略語を
「代」としている。
【０１２６】
　見出し語５０として入力した「請」の説明情報が表示部１１に表示された状態で、カー
ソルキー２８を押下すると、「請」を用いた例文内にカーソルが表示される。さらに、前
記「請」を用いた例文を構成する語句のうち、部首および部品によって構成される複合漢
字の場合に限り、図２０に示すように、カーソルが部首および部品部分で反転表示する。
【０１２７】
　表示部１１に表示された前記「請」を用いた例文を構成する語句のうちいずれかの語句
の部首または部品がユーザによってカーソルキー２８を用いて選択されて、確定キー２７
が押下されると、選択された語句５６の部首または部品の予め定める説明が、単字見出し
語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索されて抽出される。そして、抽出さ
れた前記選択語句５６の部首または部品の予め定める説明が、前記見出し語５０として入
力した「請」の説明情報とともに表示部１１に表示される。
【０１２８】
　本実施形態では、前記例文「請」の参照符６０で示す部首がユーザによって選択される
と、「請」の部首に対応する日本語の部首の字形および部首の名称が、単字見出し語デー
タ３７および熟字見出し語データ３８から検索されて抽出される。そして、抽出された「
請」の部首に対応する日本語の部首の字形の表記６１および部首の名称の表記６２が、図
２０に示すように、前記見出し語５０として入力した「請」の説明情報とともに表示部１
１に表示される。なお、選択語句５６の部品が選択された場合は、部品の名称がないため
、選択語句５６の部品に対応する日本語の部品の字形の表記が、前記見出し語５０として
入力した「請」の説明情報とともに表示部１１に表示される。
【０１２９】
　本実施形態の見出し語５０の説明情報および選択語句５６の説明の表示処理は、図１７
に示すフローチャートと類似しているので、同様の処理を行う部分の説明は省略し、処理
が異なる部分のみを説明する。
【０１３０】
　第１の実施形態における図１７に示すステップａ１２では、ユーザによって選択された
語句の例文内にける意味５７を、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および
熟字見出し語データ３８から検索して抽出する処理を行うが、本実施形態では前述の処理
に代えて、ユーザによって選択された語句の部首に対応する日本語の部首の字形６１およ
びその名称６２またはユーザによって選択された語句５６の部品に対応する日本語の部品
の字形を、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３
８から検索して抽出する処理を行う。
【０１３１】
　また、第１の実施形態における図１７に示すステップａ１４では、ＲＡＭ４０から前記
語句の例文内における意味を読出し、読出した語句の例文内における意味の表記５７を、
前記見出し語５０の説明情報とともに表示部１１に表示する処理を行うが、本実施形態で
は前述の処理に代えて、ＲＡＭ４０から前記語句の部首に対応する日本語の部首の字形お
よびその名称または前記語句の部品に対応する日本語の部品の字形を読出し、読出した語
句の部首に対応する日本語の部首の字形の表記６１およびその名称の表記６２または前記
語句の部品に対応する日本語の部品の字形の表記を、前記見出し語の説明情報とともに表
示部１１に表示する処理を行う。
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【０１３２】
　以上のように本実施形態によれば、中国語の見出し語５０が入力されると、入力された
見出し語５０に対応する説明情報が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７お
よび熟字見出し語データ３８から検索されて抽出され、抽出された説明情報、たとえば見
出し語の発音の表記５１、見出し語の品詞の表記５２、見出し語の意味の表記５３ならび
に見出し語を用いた例文の表記５４および例文の意味の表記５５が、表示部１１に表示さ
れる。見出し語を用いた例文を構成する語句の部首がユーザによって選択されたときは、
選択された語句の部首に対応する日本語の部首の字形の表記６１およびその名称の表記６
２が、表示部１１に表示される。見出し語を用いた例文を構成する語句の部品がユーザに
よって選択されたときは、選択された語句の部品に対応する日本語の部品の字形の表記が
、表示部１１に表示される。
【０１３３】
　前述のように、見出し語を用いた例文を構成する語句の部首および部品がユーザによっ
て選択されたとき、選択された部首に対応する日本語の部首の字形の表記６１およびその
名称の表記６２ならびに選択された部品に対応する日本語の部品の字形の表記を表示部１
１に表示させるので、選択された部首に対応する日本語の部首の字形の表記６１およびそ
の名称の表記６２ならびに選択された部品に対応する日本語の部品の字形の表記を表示さ
せるか否かの選択上の自由度を向上し、その語句の選択によってユーザに提供することが
できる情報量を増加することができる。
【０１３４】
　また、表示部１１に見出し語を用いた例文の表記５４を表示させた状態で継続的に選択
された部首に対応する日本語の部首の字形の表記６１およびその名称の表記６２ならびに
選択された部品に対応する日本語の部品の字形の表記をも表示させることができるので、
選択された部首に対応する日本語の部首の字形およびその名称ならびに選択された部品に
対応する日本語の部品の字形を新たに調べ直す必要がなく、調べ直すために要する無駄な
時間を省略し、学習効率の向上を図ることができる。
【０１３５】
　図２１は、電子辞書装置１００における見出し語５０に関する説明情報の表示例を示す
図である。図２２は、電子辞書装置１００における見出し語５０に関する説明情報のうち
、見出し語を用いた例文を構成する語句を選択したときの表示画面の表示例を示す図であ
る。図２３は、第５の実施形態である電子辞書装置１００において、見出し語を用いた例
文を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関する説明の表示例を示す図である
。図２４は、見出し語を用いた例文を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関
する説明の表示例を示す図である。図２５は、見出し語を用いた例文を構成する語句が選
択されたときの選択語句５６に関する説明の表示例を示す図である。本実施形態の電子辞
書装置は、第１の実施形態の電子辞書装置１００と同様の構成および機能を有するので、
本実施形態の電子辞書装置の構成要素には第１の実施形態の電子辞書装置１００の構成要
素と同一の参照符を付し、詳細説明は省略する。
【０１３６】
　また、以下の説明において、図２１～図２５の参照符５０で示す見出し語を表わす文字
は、代用文字「見」で表記する。また、図２２および図２３の参照符５６で示す選択語句
を表わす文字は、代用文字「我們」で表記し、図２５の参照符５６で示す選択語句を表わ
す文字は、代用文字「見面」で表記する。
【０１３７】
　本実施形態において、中日キー１３を押下し、中日辞書モードに設定した状態で、「見
」を見出し語５０として確定して入力すると、「見」の発音、品詞、意味ならびに「見」
を用いた例文およびその意味を含む見出し語５０として入力した「見」の説明情報が、Ｒ
ＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索さ
れて抽出される。そして、抽出された「見」の発音の表記５１、「見」の品詞の表記５２
、「見」の意味の表記５３、「見」を用いた例文の表記５４および「見」を用いた例文の
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意味の表記５５を含む見出し語５０として入力した「見」の説明情報が、図２１に示すよ
うに、表示部１１に表示される。
【０１３８】
　ここで、本実施形態では、選択語句５６の品詞の表記５２を略語で表示しており、たと
えば動詞を表わす略語を「動」、名詞を表わす略語を「名」および代名詞を表わす略語を
「代」としている。
【０１３９】
　見出し語「見」を用いた例文を含む見出し語５０として入力した「見」の説明情報が表
示部１１に表示された状態で、表示部１１に表示された見出し語「見」を用いた例文を構
成する語句のうちいずれかの語句が、ユーザによってカーソルキー２８を用いて選択され
、確定キー２７が押下されると、選択された語句（以下、単に「選択語句」と表記する場
合がある）５６の説明が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検
索されて抽出され、抽出された前記選択語句５６の予め定める説明が、前記見出し語５０
として入力した「見」の説明情報とともに表示部１１に表示される。
【０１４０】
　本実施形態では、図２２に示すように、ユーザによってカーソルキー２８を用いて「我
們」が選択語句５６として選択されると、選択語句「我們」の例文内における意味、選択
語句「我們」に対応する日本語の漢字、選択語句「我們」の品詞および選択語句「我們」
の例文内における役割が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検
索されて抽出される。そして、抽出された選択語句「我們」の例文内における意味の表記
５７、選択語句「我們」に対応する日本語の漢字の表記５９、選択語句「我們」の品詞の
表記６３および選択語句「我們」の例文内における役割の表記６４が、図２３に示すよう
に、前記見出し語５０として入力した「見」の説明情報とともに表示部１１に表示される
。
【０１４１】
　ここで、図２２に示すように、熟字を選択する場合は、確定キー２７を押下した後、さ
らにカーソルキー２８を操作することによって反転表示されるカーソル範囲が、カーソル
キー２８で指定した方向に広がる。指定した範囲に該当する語句があるときは、再度確定
キー２７を押下することによって、指定された範囲の語句が選択語句５６として確定する
。
【０１４２】
　本実施形態において、ユーザによって選択された語句「我們」は、前記例文内において
「私達は」という意味の主語の役割をしているので、前記選択された語句「我們」が主語
の役割であることを表わす略語「主」が、参照符５０で示す見出し語５０の説明情報とと
もに、表示部１１に表示される。なお、本実施形態では、選択語句５６の例文内における
役割の表記６４を略語で表示しており、主語の役割を表わす略語を「主」、述語の役割を
表わす略語を「述」、目的語の役割を表わす略語を「目」としている。
【０１４３】
　また、図２４に示すように、ユーザによってカーソルキー２８を用いて「和他」が選択
語句５６として選択されると、選択語句「和他」の例文内における意味および選択語句「
和他」の例文内における役割が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８
から検索されて抽出される。そして、抽出された選択語句「和他」の例文内における意味
の表記５７および選択語句「和他」の例文内における役割の表記６４が、前記見出し語５
０として入力した「見」の説明情報とともに表示部１１に表示される。
【０１４４】
　本実施形態において、ユーザによって選択された語句「和他」は、前記例文内において
「彼に」という意味の目的語の役割をしているので、前記選択された語句「和他」が目的
語の役割であることを表わす略語「目」が、図２４に示すように、前記見出し語５０とし
て入力した「見」の説明情報とともに表示部１１に表示される。
【０１４５】



(18) JP 4133851 B2 2008.8.13

10

20

30

40

50

　また、図２５に示すように、ユーザによってカーソルキー２８を用いて「見面」が選択
語句５６として選択されると、選択語句「見面」の例文内における意味、選択語句「見面
」に対応する日本語の漢字、選択語句「見面」の品詞および選択語句「見面」の例文内に
おける役割が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索されて抽
出される。そして、抽出された選択語句「見面」の例文内における意味の表記５７、選択
語句「見面」に対応する日本語の漢字の表記５９、選択語句「見面」の品詞の表記６３お
よび選択語句「見面」の例文内における役割の表記６４が、前記見出し語５０として入力
した「見」の説明情報とともに表示部１１に表示される。
【０１４６】
　本実施形態において、ユーザによって選択された語句「見面」は、前記例文内において
「会う」という意味の述語の役割をしているので、前記選択された語句「見面」が述語で
あることを表わす略語「述」が、図２５に示すように、前記見出し語５０として入力した
「見」の説明情報とともに表示部１１に表示される。
【０１４７】
　なお、ユーザによってカーソルキー２８を用いて選択された語句５６が、主語、述語お
よび目的語のいずれにも該当しないときは、選択語句の例文内における役割の表記６４は
、表示部１１に表示されない。
【０１４８】
　図２６は、見出し語５０の説明情報および選択語句５６の説明の表示処理の一例を示す
フローチャートである。図２７は、見出し語５０の説明情報および選択語句５６の説明の
表示処理の一例を示すフローチャートである。
【０１４９】
　図２６のステップｂ１からステップｂ１０までの処理は、図１７のステップａ１からス
テップａ１０までの処理と同様であり、図２６のステップｂ１１の処理は、図１７のステ
ップａ１５の処理と同様であるので、以下の説明では、図２６のステップｂ１からステッ
プｂ１１までの処理の詳細説明は省略する。
【０１５０】
　図２６のステップｂ１０の処理を実行した後は、図２７のステップｂ１２に進む。また
、図２６のステップｂ１１の処理を実行した後は、すべての処理を終了する。
【０１５１】
　図２７において、ステップｂ１２では、見出し語を用いた例文内の語句がユーザによっ
て選択されたか否かを判断する。ステップｂ１２において、見出し語を用いた例文内の語
句がユーザによって選択されたと判断されたときは、ステップｂ１３に進み、見出し語を
用いた例文内の語句がユーザによって選択されていないと判断されたときは、見出し語を
用いた例文内の語句がユーザによって選択されるまで待機する。
【０１５２】
　ステップｂ１３では、ユーザによって選択された語句５６の説明、たとえば選択語句の
例文内における意味、選択語句に対応する日本語の漢字および選択語句の品詞を、ＲＯＭ
３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索して抽
出する。
【０１５３】
　ステップｂ１４では、ステップｂ１３において抽出された前記選択語句５６の説明をＲ
ＡＭ４０に記憶する。
【０１５４】
　ステップｂ１５では、ＲＯＭ３５に記憶される文法テーブル３９を参照して、前記選択
語句５６が、前記例文内で主語、述語および目的語のうちいずれかの役割に該当するか否
かを判断する。ステップｂ１５において、選択語句５６が、前記例文内で主語、述語およ
び目的語のうちいずれかの役割に該当すると判断されたときは、ステップｂ１６に進み、
選択語句５６が、前記例文内で主語、述語および目的語のいずれの役割にも該当しないと
判断されたときは、ステップｂ１８に進む。
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【０１５５】
　ステップｂ１６では、ステップｂ１５において該当すると判断された選択語句の例文内
における役割６４を、選択語句５６の説明としてＲＡＭ４０に記憶する。ステップｂ１７
では、ＲＡＭ４０から、選択語句の前記例文内における意味、選択語句に対応する日本語
の漢字、選択語句の品詞および選択語句の例文内における役割を含む選択語句５６の説明
を読出し、この読出した選択語句の前記例文内における意味の表記５７、選択語句に対応
する日本語の漢字の表記５９、選択語句の品詞の表記６３および選択語句の例文内におけ
る役割の表記６４を含む前記選択語句５６の説明を、図２３、図２４および図２５に示す
ように、前記見出し語５０の説明情報とともに表示部１１に表示して、すべての処理を終
了する。
【０１５６】
　ステップｂ１８では、ＲＡＭ４０から、選択語句の例文内における意味、選択語句に対
応する日本語の漢字および選択語句の品詞を含む選択語句５６の説明を読出し、この読出
した選択語句の例文内における意味の表記５７、選択語句に対応する日本語の漢字の表記
５９および選択語句の品詞の表記６３を含む前記選択語句５６の説明を、前記見出し語５
０の説明情報とともに表示部１１に表示して、すべての処理を終了する。
【０１５７】
　図２８は、選択語句の例文内における役割を判断する動作処理を示すフローチャートで
ある。ステップｃ１では、選択語句５６が名詞および代名詞のいずれかに該当するか否か
を判断する。ステップｃ１において、選択語句５６が名詞および代名詞のいずれかに該当
すると判断されたときは、ステップｃ２に進み、選択語句５６が名詞および代名詞のいず
れにも該当しないと判断されたときは、即座に選択語句５６は主語ではないと認識され、
ステップｃ７に進む。
【０１５８】
　ステップｃ２では、選択語句５６が例文の先頭の語句であるか否かを判断する。ステッ
プｃ２において、選択語句５６が例文の先頭の語句であると判断されたときは、ステップ
ｃ３に進み、選択語句５６が例文の先頭の語句ではないと判断されたときは、ステップｃ
５に進む。
【０１５９】
　ステップｃ３では、ステップｃ２において例文の先頭の語句であると判断された選択語
句５６が、時間および場所を表わす語句であるか否かを判断する。ステップｃ３において
、選択語句５６が時間および場所を表わす語句であると判断されたときは、ステップｃ４
に進み、選択語句５６が時間および場所を表わす語句ではないと判断されたときは、ステ
ップｃ６に進む。
【０１６０】
　ステップｃ４では、選択語句５６が前記例文内で主語の役割を果たす語句ではないと認
識して、すべての処理を終了する。
【０１６１】
　ステップｃ５では、選択語句５６が例文内のコンマ「，」の直後に位置する語句である
か否かを判断する。ステップｃ５において、選択語句５６が例文内のコンマ「，」の直後
に位置する語句であると判断されたときは、ステップｃ６に進み、選択語句５６が例文内
のコンマ「，」の直後に位置する語句ではないと判断されたときは、ステップｃ３に進む
。
【０１６２】
　ステップｃ６では、選択語句５６が前記例文内で主語の役割を果たす語句であると認識
して、すべての処理を終了する。
【０１６３】
　ステップｃ７では、選択語句５６が動詞および形容詞のいずれかに該当するか否かを判
断する。ステップｃ７において、選択語句５６が動詞および形容詞のいずれかに該当する
と判断されたときは、ステップｃ８に進み、選択語句５６が動詞および形容詞のいずれに
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も該当しないと判断されたときは、ステップｃ１１に進む。
【０１６４】
　ステップｃ８では、選択語句５６が「是」であるか否かを判断する。ステップｃ８にお
いて、選択語句５６が「是」であると判断されたときは、ステップｃ９に進み、選択語句
が「是」ではないと判断されたときは、ステップｃ１０に進む。
【０１６５】
　ステップｃ９では、選択語句「是」が前記例文内で述語の役割を果たす語句であると認
識して、すべての処理を終了する。
【０１６６】
　ステップｃ１０では、選択語句５６の直前の語句が主語であるか否かを判断する。ステ
ップｃ１０において、選択語句５６の直前の語句が主語であると判断されたときは、ステ
ップｃ９に進み、選択語句５６が例文内で述語の役割を果たす語句であると認識して、す
べての処理を終了する。ステップｃ１０において、選択語句５６の直前の語句が主語では
ないと判断されたときは、ステップｃ１１に進む。
【０１６７】
　ステップｃ１１では、選択語句５６が前記例文内で述語の役割を果たす語句ではないと
認識する。
【０１６８】
　ステップｃ１２では、選択語句５６が主語の役割を果たす語句よりも前に位置する語句
であるか否かを判断する。ステップｃ１２において、選択語句５６が主語の役割を果たす
語句よりも前に位置する語句であると判断されたときは、ステップｃ１３に進む。ステッ
プｃ１２において、選択語句５６が主語の役割を果たす語句よりも前に位置する語句では
ないと判断されたときは、ステップｃ１４に進む。
【０１６９】
　ステップｃ１３では、選択語句５６が前記例文内で目的語の役割を果たす語句ではない
と認識して、すべての処理を終了する。
【０１７０】
　ステップｃ１４では、選択語句５６が前記例文の最後の語句であるか否かを判断する。
ステップｃ１４において、選択語句５６が前記例文の最後の語句であると判断されたとき
は、ステップｃ１５に進む。ステップｃ１４において、選択語句５６が前記例文の最後の
語句ではないと判断されたときは、ステップｃ１３に進み、選択語句５６が前記例文内で
目的語の役割を果たす語句ではないと認識して、すべての処理を終了する。
【０１７１】
　ステップｃ１５では、前記例文内の述語が目的語を必要とする語句であるか否かを判断
する。ステップｃ１５において、前記例文内の述語が目的語を必要とする語句であると判
断されたときは、ステップｃ１６に進む。ステップｃ１５において、前記例文内の述語が
目的語を必要とする語句ではないと判断されたときは、ステップｃ１３に進み、選択語句
５６が前記例文内で目的語の役割を果たす語句ではないと認識して、すべての処理を終了
する。
【０１７２】
　ステップｃ１６では、選択語句５６が前記例文内で目的語の役割を果たす語句であると
認識して、すべての処理を終了する。
【０１７３】
　以上のように本実施形態によれば、中国語の見出し語５０が入力されると、入力された
見出し語５０に対応する説明情報が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７お
よび熟字見出し語データ３８から検索されて抽出され、抽出された説明情報、たとえば見
出し語の発音の表記５１、見出し語の品詞の表記５２、見出し語の意味の表記５３ならび
に見出し語を用いた例文の表記５４および例文の意味の表記５５が、表示部１１に表示さ
れる。
【０１７４】
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　見出し語を用いた例文を構成する語句がユーザによって選択されたときは、選択された
語句５６が、前記例文内で主語、述語および目的語のうちいずれの役割に該当するかが判
断され、前記選択語句５６および選択語句５６の例文内における役割の表記６４が、表示
部１１に表示される。
【０１７５】
　本実施形態では、選択語句５６の例文内における役割の表記６４を略語で表示しており
、主語の役割を表わす略語を「主」、述語の役割を表わす略語を「述」、目的語の役割を
表わす略語を「目」としている。
【０１７６】
　前述のように、見出し語を用いた例文を構成する語句がユーザによって選択されたとき
、選択された語句の例文内における役割の表記６４を表示部１１に表示させるので、選択
された語句の例文内における役割の表記６４を表示させるか否かの選択上の自由度を向上
し、その語句の選択によってユーザに提供することができる情報量を増加することができ
る。
【０１７７】
　また、表示部１１に見出し語を用いた例文の表記５４を表示させた状態で継続的に選択
された語句５６の例文内における役割の表記６４をも表示させることができるので、選択
された語句５６の例文内における役割を新たに調べ直す必要がなく、調べ直すために要す
る無駄な時間を省略し、学習効率の向上を図ることができる。
【０１７８】
　次に、本発明の第６の実施形態である電子辞書装置１００において、見出し語を用いた
例文を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関する説明の表示処理について説
明する。本実施形態の電子辞書装置は、第１の実施形態の電子辞書装置１００と同様の構
成および機能を有するので、本実施形態の電子辞書装置の構成要素には第１の実施形態の
電子辞書装置１００の構成要素と同一の参照符を付し、詳細説明は省略する。
【０１７９】
　本実施形態において、中日キー１３を押下し、中日辞書モードに設定した状態で、「見
」を見出し語５０として確定して入力すると、「見」の発音、品詞、意味ならびに見出し
語「見」を用いた例文およびその意味を含む見出し語５０として入力した「見」の説明情
報が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８か
ら検索されて抽出される。そして、抽出された「見」の発音５１、「見」の品詞５２、「
見」の意味５３、「見」を用いた例文の表記５４および「見」を用いた例文の意味の表記
５５を含む見出し語５０として入力した「見」の説明情報が、図２１に示すように、表示
部１１に表示される。
【０１８０】
　ここで、本実施形態では、選択語句５６の品詞の表記５２を略語で表示しており、たと
えば動詞を表わす略語を「動」、名詞を表わす略語を「名」および代名詞を表わす略語を
「代」としている。
【０１８１】
　見出し語「見」を用いた例文を含む見出し語５０として入力した「見」の説明情報が表
示部１１に表示された状態で、ユーザによって主語キー１６が押下されると、図２２に示
すように、前記例文において主語の役割を果たす語句「我們」の部分が反転表示され、図
２３に示すように、前記語句「我們」の例文内における意味の表記５７、語句「我們」に
対応する日本語の漢字の表記５９、語句「我們」の品詞の表記６３および語句「我們」の
例文内における役割の表記６４が、前記見出し語５０として入力した「見」の説明情報と
ともに表示部１１に表示される。
【０１８２】
　見出し語「見」を用いた例文を含む見出し語５０として入力した「見」の説明情報を表
示部１１に表示させた状態で、ユーザによって述語キー１７が押下されたときも、前述の
主語キー１６が押下されたときと同様で、図２５に示すように、前記例文において述語の
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役割を果たす語句「見面」の部分が反転表示され、前記語句「見面」の意味の表記５７、
語句「見面」に対応する日本語の漢字の表記５９、語句「見面」の品詞の表記６３および
語句「見面」の例文内における役割の表記６４が、前記見出し語５０として入力した「見
」の説明情報とともに表示部１１に表示される。
【０１８３】
　また、見出し語「見」を用いた例文を含む見出し語５０として入力した「見」の説明情
報を表示部１１に表示させた状態で、ユーザによって目的語キー１８が押下されたときも
、前述の主語キー１６および述語キー１７が押下されたときと類似しており、図２４に示
すように、前記例文において目的語の役割を果たす語句「和他」の部分が反転表示され、
前記語句「和他」の意味の表記５７および語句「和他」の例文内における役割の表記６４
が、前記見出し語５０として入力した「見」の説明情報とともに表示部１１に表示される
。なお、目的語に該当する中国語の漢字は、日本語で用いられる漢字と形が同一であるの
で、日本語の漢字は表示しないようにしている。
【０１８４】
　図２９は、主語キー１６が押下されたときの見出し語５０の説明情報および選択語句５
６の説明の表示処理の一例を示すフローチャートである。
【０１８５】
　ステップｄ１では、ユーザによって選択された見出し語５０の説明情報を、表示部１１
に表示する。ステップｄ２では、主語キー１６が押下されたか否かを判断する。ステップ
ｄ２において、主語キー１６が押下されたと判断されたときは、ステップｄ３に進み、主
語キー１６が押下されていないと判断されたときは、主語キー１６が押下されるまで待機
する。
【０１８６】
　ステップｄ３では、見出し語を用いた例文から、主語の役割を果たす語句を、ＲＯＭ３
５に記憶される文法テーブル３９に基づいて検索して抽出する。
【０１８７】
　ステップｄ４では、前記例文から、主語の役割を果たす語句が抽出されたか否かを判断
する。ステップｄ４において、主語の役割を果たす語句が抽出されたと判断されたときは
、ステップｄ５に進み、主語の役割を果たす語句が抽出されていないと判断されたときは
、ステップｄ８に進む。
【０１８８】
　ステップｄ５では、ステップｄ４において抽出された主語の役割を果たす語句およびそ
の役割を関連付けてＲＡＭ４０に記憶する。
【０１８９】
　ステップｄ６では、表示部１１に表示される前記例文内の主語の役割を果たす語句の部
分を反転表示する。
【０１９０】
　ステップｄ７では、前記例文内の主語の役割を果たす語句の説明、たとえば前記語句の
例文内における意味５７、前記語句に対応する日本語の漢字５９、前記語句の品詞６３お
よび前記語句の例文内における役割６４を、前記見出し語５０の説明情報とともに表示部
１１に表示して、すべての処理を終了する。
【０１９１】
　ステップｄ８では、主語の役割を果たす語句がない旨の情報、たとえば「主語の役割を
果たす語句はありません」というメッセージを表示部１１に表示して、すべての処理を終
了する。
【０１９２】
　図３０は、見出し語を用いた例文から主語の役割を果たす語句を抽出する動作処理を示
すフローチャートである。
【０１９３】
　ユーザによって選択された見出し語５０の説明情報が表示された状態で、主語キー１６
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が押下されると、処理が開始され、ステップｅ１では、見出し語を用いた例文を構成する
語句を、単字と熟字とに分割する。
【０１９４】
　ステップｅ２では、ステップｅ１において分割された単字および熟字のうち予め定める
単字または熟字を選択する。ステップｅ３では、ステップｅ２において選択された単字ま
たは熟字をＲＡＭ４０に記憶する。
【０１９５】
　ステップｅ４では、ステップｅ２において選択された単字または熟字が、名詞および代
名詞のいずれかに該当するか否かを判断する。ステップｅ４において、前記選択された単
字または熟字が名詞および代名詞のいずれかに該当すると判断されたときは、ステップｅ
５に進み、前記選択された単字または熟字が名詞および代名詞のいずれにも該当しないと
判断されたときは、ステップｅ７に進む。
【０１９６】
　ステップｅ５では、ステップｅ２において選択された単字または熟字が、前記例文の先
頭の単字または熟字であるか否かを判断する。ステップｅ５において、前記選択された単
字または熟字が、前記例文の先頭の単字または熟字であると判断されたときは、ステップ
ｅ６に進み、前記選択された単字または熟字が、前記例文の先頭の単字または熟字ではな
いと判断されたときは、ステップｅ１０に進む。
【０１９７】
　ステップｅ６では、ステップｅ２において選択された単字または熟字が、時間および場
所を表わす単字または熟字であるか否かを判断する。ステップｅ６において、前記選択さ
れた単字または熟字が、時間および場所を表わす単字または熟字であると判断されたとき
は、ステップｅ７に進み、前記選択された単字または熟字が、時間および場所を表わす単
字または熟字ではないと判断されたときは、ステップｅ１１に進む。
【０１９８】
　ステップｅ７では、前記例文内に、未選択の予め定める単字または熟字があるか否かを
判断する。ステップｅ７において、前記例文内に、未選択の予め定める単字または熟字が
あると判断されたときは、ステップｅ８に進み、前記例文内に、未選択の予め定める単字
または熟字がないと判断されたときは、ステップｅ９に進む。
【０１９９】
　ステップｅ８では、前記例文内の未選択の予め定める単字または熟字を選択し、その後
ステップｅ３に戻る。ステップｅ９では、前記例文内に未選択の予め定める単字または熟
字がない旨の情報、たとえば「未選択の単字または熟字はありません」というメッセージ
を表示部１１に表示して、すべての処理を終了する。
【０２００】
　ステップｅ１０では、ステップｅ２において選択された単字または熟字が、前記例文内
のコンマ「，」の直後に位置する単字または熟字であるか否かを判断する。ステップｅ１
０において、前記選択された単字または熟字が、前記例文内のコンマ「，」の直後に位置
する単字または熟字であると判断されたときは、ステップｅ１１に進み、前記選択された
単字または熟字が、前記例文内のコンマ「，」の直後に位置する単字または熟字ではない
と判断されたときは、ステップｅ６に進む。
【０２０１】
　ステップｅ１１では、前記選択された単字または熟字が、前記例文内で主語の役割を果
たす単字または熟字であると認識する。
【０２０２】
　ステップｅ１２では、ステップｅ１１において前記例文内で主語の役割を果たすと認識
された単字または熟字を抽出してＲＡＭ４０に記憶し、すべての処理を終了する。
【０２０３】
　以上のように本実施形態によれば、中国語の見出し語５０が入力されると、入力された
見出し語５０に対応する説明情報が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７お
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よび熟字見出し語データ３８から検索されて抽出され、抽出された説明情報、たとえば見
出し語の発音の表記５１、見出し語の品詞の表記５２、見出し語の意味の表記５３ならび
に見出し語を用いた例文の表記５４および例文の意味の表記５５が、表示部１１に表示さ
れる。
【０２０４】
　見出し語を用いた例文を含む見出し語５０の説明情報が表示部１１に表示された状態で
、前記例文内で主語の役割に相当する語句がいずれであるかを抽出する指示を入力する主
語キー１６がユーザによって押下されたときは、前記例文から主語に相当する語句が抽出
される。そして、抽出された語句およびその語句の例文内における役割の表記６４、本実
施形態では主語を表わす略語が、表示部１１に表示される。
【０２０５】
　本実施形態では、選択語句５６の例文内における役割の表記６４を略語で表示しており
、主語の役割を表わす略語を「主」、述語の役割を表わす略語を「述」、目的語の役割を
表わす略語を「目」としている。
【０２０６】
　前述のように、主語キー１６がユーザによって押下されたとき、前記例文内で主語の役
割を果たす語句およびその役割である主語を表わす略語「主」を表示部１１に表示させる
ので、主語の役割に相当する前記例文内の語句および主語を表わす略語「主」を表示させ
るか否かの選択上の自由度を向上し、主語キー１６の押下によってユーザに提供すること
ができる情報量を増加することができる。
【０２０７】
　また、表示部１１に見出し語を用いた例文の表記５４を表示させた状態で継続的に主語
の役割に相当する前記例文内の語句および主語を表わす略語「主」をも表示させることが
できるので、前記例文内で主語に相当する語句を新たに調べ直す必要がなく、調べ直すた
めに要する無駄な時間を省略し、学習効率の向上を図ることができる。
【０２０８】
　なお、本実施形態では、図２９および図３０に示すように、主語キー１６が押下された
ときの見出し語５０の説明情報および選択語句５６の説明の表示処理について説明したが
、述語キー１７および目的語キー１８が押下されたときも、予め定める条件に基づいて述
語および目的語であるか否かを判断することによって、前記例文を構成する所定の語句が
述語および目的語として認識させることができる。
【０２０９】
　図３１は、本発明の第７の実施形態である電子辞書装置１００において、文を入力する
ときの表示画面の表示例を示す図である。図３２は、入力文およびその意味の表示例を示
す図である。図３３は、入力文を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関する
説明の表示例を示す図である。以下の説明において、図３２および図３３の参照符５６で
示す選択語句を表わす文字は、代用文字「給」で表記する。
【０２１０】
　本実施形態では、中日キー１３が押下され、中日辞書モードに設定された状態で、作成
キー１５が押下され、文作成モードに設定されたときの電子辞書装置１００の動作処理に
ついて説明する。作成キー１５が押下されると、図３１に示すように、文入力欄６５、部
首画数入力欄４１、部品画数入力欄４２、総画数入力欄４３および発音入力欄４４が、表
示部１１に表示される。
【０２１１】
　ユーザは、表示部１１に表示される文入力欄６５に文を入力するときに、検索条件とし
て、部首画数、部品画数、総画数および発音のいずれかを、英数字キー２２を用いて入力
し、入力した検索条件に基づいて見出し語の検索を行う。部首の画数、部品の画数および
総画数は、部首画数入力欄４１、部品画数入力欄４２および総画数入力欄４３にそれぞれ
入力し、発音は、発音入力欄４４に入力する。図３１に示すように、発音を検索条件とし
て入力し、このときに表示部１１に表示される検索語候補４７の中からカーソルキー２８
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を用いて所定の参照符５０で示す見出し語「我」を選択し、確定キー２７を押下すると、
文入力欄６５に「我」が入力される。
【０２１２】
　前述のようにして、検索条件を入力して、文を構成する語句を検索して抽出し、検索語
候補４７の中から所望の語句を選択することによって、その選択した語句を文入力欄６５
に入力する。文の入力が完了したときに、確定キー２７を押下することによって、入力し
た文６６（以下、単に「入力文」と表記する場合がある）がＲＡＭ４０に記憶され、入力
文６６が表示部１１に表示される。このとき、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語デー
タ３７および熟字見出し語データ３８の中に入力文６６とその意味が含まれている場合に
は、入力文６６とともに入力文の意味の表記６７が、図３２に示すように、表示部１１に
表示される。
【０２１３】
　入力文６６が表示部１１に表示された状態で、カーソルキー２８を押下すると、図３２
に示すように、入力文６６内にカーソルが表示される。表示部１１に表示された入力文６
６を構成する語句のうちいずれかの語句が、ユーザによってカーソルキー２８を用いて選
択され、確定キー２７が押下されると、選択された語句（以下、単に「選択語句」と表記
する場合がある）５６の予め定める説明が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語
データ３８から検索されて抽出され、抽出された前記選択語句５６の予め定める説明が、
前記入力文６６とともに表示部１１に表示される。
【０２１４】
　本実施形態では、参照符６６で示す入力文から「給」が選択語句５６として選択されて
、選択語句「給」の文内における意味、選択語句「給」の発音、選択語句「給」に対応す
る日本語の漢字、選択語句「給」の品詞および選択語句「給」の文内における役割が、単
字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索されて抽出される。そして
、抽出された選択語句「給」の文内における意味の表記５７、選択語句「給」の発音の表
記５８、選択語句「給」に対応する日本語の漢字の表記５９、選択語句「給」の品詞の表
記６３および選択語句「給」の文内における役割の表記６４が、図３３に示すように、前
記参照符６６で示す入力文およびその意味の表記６７とともに表示部１１に表示される。
【０２１５】
　以上のように本実施形態によれば、中国語の文を入力すると、入力された文６６および
その意味の表記６７が、表示部１１に表示される。表示部１１に表示された入力文６６を
構成する語句のうち所定の語句がユーザによってカーソルキー２８を用いて選択されたと
きは、選択された語句５６の文内における意味、選択語句の発音、選択語句に対応する日
本語の漢字、選択語句の品詞および選択語句の文内における役割が、ＲＯＭ３５に記憶さ
れる単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索されて抽出される。
そして、抽出された選択語句の文内における意味の表記５７、選択語句の発音の表記５８
、選択語句に対応する日本語の漢字の表記５９、選択語句の品詞の表記６３および選択語
句の文内における役割の表記６４が、前記入力文６６および入力文の意味の表記６７とと
もに表示部１１に表示される。
【０２１６】
　前述のように、予めＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出し
語データ３８に含まれている例文だけでなく、ユーザが作成して入力した文を構成する語
句が選択されたときは、選択された語句の説明として、その語句の意味、発音、対応する
日本語の漢字および文内の役割の表記のうちいずれかを表示部１１に表示させるので、ユ
ーザが作成して入力した文を構成する語句の説明を表示させるか否かの選択上の自由度を
向上し、その語句の選択によってユーザに提供することができる情報量を増加することが
でき、利便性が向上する。
【０２１７】
　また、表示部１１に、ユーザが入力した文を表示させた状態で継続的に前記文を構成す
る語句の説明をも表示させることができるので、その語句を新たに調べ直す必要がなく、
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調べ直すために要する無駄な時間を省略し、学習効率の向上を図ることができる。
【０２１８】
　図３４は、本発明の第８の実施形態である電子辞書装置１００の外部コネクタ７０に光
学式文字読取り装置７２を接続したときの概略を示す図である。図３５は、接続ケーブル
７１を介して接続された電子辞書装置１００および光学式文字読取り装置７２の電気的構
成を示すブロック図である。
【０２１９】
　本実施形態の電子辞書装置は、第１の実施形態の電子辞書装置１００と同様の構成およ
び機能を有するので、本実施形態の電子辞書装置の構成要素には第１の実施形態の電子辞
書装置１００の構成要素と同一の参照符を付し、詳細説明は省略する。
【０２２０】
　本実施形態の電子辞書装置１００は、外部コネクタ７０を備えており、光学式文字読取
り装置（Optical Caracter Reader；略称：ＯＣＲ）７２に接続される接続ケーブル７１
を外部コネクタ７０に接続することによって、ＯＣＲ７２と着脱可能に接続される。
【０２２１】
　ＯＣＲ７２は、印字された文字情報または手書きの文字情報を光学的に読取り、読取っ
た文字情報を電気信号に変換して、コンピュータなどに入力する装置である。本実施形態
のＯＣＲ７２は、ペン形状に形成されるＯＣＲであって、図３４に示すように、画像読取
りスイッチ７３および画像読取り部７４を含んで構成される。
【０２２２】
　電子辞書装置１００の電気的構成は、図２に示す電気的構成と同様であるので、同様の
構成要素には同一の参照符を付し、詳細説明は省略する。ＯＣＲ７２の電気的構成は、図
３５に示すように、画像読取り部７４および画像処理部７５を含んで構成される。画像読
取り部７４は、紙などに印字された画像を読取る。画像処理部７５は、画像読取り部７４
で読取った画像から文字情報を抽出し、抽出した文字情報を入力制御部３２に入力する。
入力された文字情報は、入力制御部３２からＣＰＵ３３へ送られる。文字情報の抽出は、
たとえば画像に光を当て、その反射光を検出して電気信号に変換することによって行う。
【０２２３】
　図３６は、画像読取りモードに設定したときにＯＣＲ７２で読取り、かつ電子辞書装置
１００に入力した文の表示例を示す図である。本実施形態では、スキャンキー１４が押下
され、画像読取りモードに設定されたときの電子辞書装置１００の動作処理について説明
する。
【０２２４】
　図３４に示すように、電子辞書装置１００とＯＣＲ７２とが接続ケーブル７１を介して
接続された状態で、中日キー１３が押下されて中日辞書モードに設定され、スキャンキー
１４が押下されると、画像読取りモードに設定される。ＯＣＲ７２は、画像読取りスイッ
チ７３を押下している間に、画像を読取ることができるように構成されている。
【０２２５】
　ユーザが、画像読取りスイッチ７３を押下しながら画像読取り部７４で、紙などに印字
された文字をなぞるようにして走査することによって、走査された文字は画像情報として
読取られる。画像読取り部７４によって読取られた画像情報は、画像処理部７５へ送られ
る。画像処理部７５では、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見
出し語データ３８に基づいて、画像読取り部７４から送られた画像情報から文字情報を抽
出して電気信号に変換し、入力制御部３２を介してＣＰＵ３３へ送る。この文字情報は、
ＲＡＭ４０に記憶される。その後、前記文字情報は、表示制御部３４によって、適切な表
示データに変換され、図３６に示すように、文として表示部１１の文入力欄６５に表示さ
れる。ここで、ＯＣＲ７２の画像読取り部７４で読取る画像の情報量が、予め定める容量
を越える場合、および読取られた画像情報から抽出された文字情報が単字見出し語データ
３７および熟字見出し語データ３８に存在せず、認識ができない場合には、「読取りエラ
ー」などのエラーメッセージが、表示部１１に表示される。
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【０２２６】
　ＯＣＲ７２によって読取られた文字情報が、文として表示部１１に表示された状態で、
文を構成する語句のうちいずれかの語句が、ユーザによってカーソルキー２８を用いて選
択され、確定キー２７が押下されると、選択された語句（以下、単に「選択語句」と表記
する場合がある）５６の予め定める説明が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語
データ３８から検索されて抽出され、抽出された前記選択語句５６の予め定める説明が、
前記文とともに表示部１１に表示される。
【０２２７】
　本実施形態では、第７の実施形態と同様に、図３３に示すように、文から「給」が選択
語句５６として選択されて、選択語句「給」の文内における意味、選択語句「給」の発音
、選択語句「給」に対応する日本語の漢字、選択語句「給」の品詞および選択語句「給」
の文内における役割が、単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索
されて抽出される。そして、抽出された選択語句「給」の文内における意味の表記５７、
選択語句「給」の発音の表記５８、選択語句「給」に対応する日本語の漢字の表記５９、
選択語句「給」の品詞の表記６３および選択語句「給」の文内における役割の表記６４が
、図３３に示すように、前記入力文６６およびその意味の表記６７とともに表示部１１に
表示される。
【０２２８】
　以上のように本実施形態によれば、電子辞書装置１００とＯＣＲ７２とが接続された状
態で、スキャンキー１４が押下されると、ＯＣＲ７２の画像読取り部７４によって画像情
報が光学的に読取られる。その後、画像処理部７５によって、画像読取り部７４で読取ら
れた画像情報から文字情報が抽出される。この抽出された文字情報は、文として表示部１
１に表示される。表示部１１に表示された文を構成する語句のうち所定の語句がユーザに
よってカーソルキー２８を用いて選択されたときは、選択された語句５６の文内における
意味、選択語句の発音、選択語句に対応する日本語の漢字、選択語句の品詞および選択語
句の文内における役割が、ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見
出し語データ３８から検索されて抽出される。そして、抽出された選択語句の文内におけ
る意味の表記５７、選択語句の発音の表記５８、選択語句に対応する日本語の漢字の表記
５９、選択語句の品詞の表記６３および選択語句の文内における役割の表記６４が、前記
文とともに表示部１１に表示される。
【０２２９】
　前述のように、予めＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出し
語データ３８に含まれている例文だけでなく、ＯＣＲ７２を用いて読取った文を構成する
語句が選択されたときは、選択された語句の説明として、その語句の意味、発音、対応す
る日本語の漢字および文内の役割の表記のうちいずれかを表示部１１に表示させるので、
ＯＣＲ７２を用いて読取った文を構成する語句の説明を表示させるか否かの選択上の自由
度を向上し、その語句の選択によってユーザに提供することができる情報量を増加するこ
とができ、利便性が向上する。
【０２３０】
　また、表示部１１に、ＯＣＲ７２によって読取られた文を表示させた状態で継続的に前
記文を構成する語句の説明をも表示させることができるので、その語句を新たに調べ直す
必要がなく、調べ直すために要する無駄な時間を省略し、学習効率の向上を図ることがで
きる。
【０２３１】
　図３７は、電子辞書装置１００の表示項目設定画面の表示例を示す図である。図３８は
、電子辞書装置１００の表示項目設定画面の表示例を示す図である。図３９は、電子辞書
装置１００の表示項目設定画面の表示例を示す図である。
【０２３２】
　設定キー２４が押下されると、前述の実施形態で述べた、表示部１１に表示される例文
を構成する語句の中で、選択された語句の説明のうち、表示部１１に表示する表示項目を
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設定する表示項目設定画面が、図３７、図３８および図３９に示すように、表示部１１に
表示される。本実施形態の表示項目は、意味表示、発音表示、日本語漢字表示、役割表示
および部首部品表示である。
【０２３３】
　図３７に示す表示項目設定画面は、前記選択された語句の説明のすべての表示項目を表
示部１１に表示させるように、すべての表示項目を「ＯＮ」に設定したときの表示例であ
る。このときの前記選択された語句の説明は、図１９および図２３～図２５に示すように
表示される。図３８に示す表示項目設定画面は、意味表示および発音表示の表示項目を表
示部１１に表示させるように、意味表示および発音表示の表示項目を「ＯＮ」に設定した
ときの表示例である。このときの前記選択された語句の説明は、図１８に示すように表示
される。図３９に示す表示項目設定画面は、部首部品表示の表示項目を表示部１１に表示
させないように、部首部品表示の表示項目を「ＯＦＦ」に設定し、残余の表示項目を表示
部１１に表示させるように、残余の表示項目を「ＯＮ」に設定したときの表示例である。
このときは、図２０に示すように、カーソルキー２８を用いて部首を選択することができ
なくなる。
【０２３４】
　前述のように、表示項目設定画面において、表示部１１に表示される例文を構成する語
句の中で、選択された語句の説明のうち、表示部１１に表示する表示項目を、ユーザが適
宜設定することができる。これによって、ユーザにとって必要な情報のみを表示部１１に
表示させることができるので、ユーザは迅速に所望の情報を取得することができ、利便性
が向上する。
【０２３５】
　また、本発明の他の実施形態では、前述の電子辞書装置１００の動作処理を、電子辞書
プログラム３６を用いて、コンピュータに実行させることができる。コンピュータは、前
記電子辞書プログラム３６に基づいて、入力された見出し語５０に対応する説明情報を、
ＲＯＭ３５に記憶される単字見出し語データ３７および熟字見出し語データ３８から検索
して抽出し、その抽出した説明情報のうち、前記見出し語５０の意味の表記ならびに見出
し語５０を用いた例文の表記およびその意味の表記を、表示部１１に表示させ、前記見出
し語５０の例文を構成する語句が選択されたとき、その選択された語句５６の説明を表示
部１１に表示する。
【０２３６】
　これによって、電子辞書プログラム３６は、汎用的なコンピュータを用いて、前記例文
を構成する語句の説明を表示させるか否かの選択上の自由度を向上し、その語句の選択に
よってユーザに提供することができる情報量を増加することができる。また、前記例文を
表示部１１に表示させた状態で継続的に例文を構成する語句の説明をも表示させることに
よって、その語句を新たに調べ直す必要がなく、調べ直すために要する無駄な時間を省略
し、学習効率の向上を図ることができる。
【０２３７】
　前述の実施形態では、見出し語５０を入力すると、見出し語の発音の表記５１、見出し
語の品詞の表記５２、見出し語の意味の表記５３、見出し語を用いた例文の表記５４およ
び例文の意味の表記５５を含む見出し語５０の説明情報が、表示部１１に表示され、表示
部１１に表示される見出し語を用いた例文を構成する語句のうちいずれかの語句が、ユー
ザによって選択されたとき、選択された語句５６の説明、たとえば選択された語句５６の
例文内における意味の表記５７が、前記説明情報とともに表示部１１に表示されるが、本
発明の他の実施形態では、見出し語を用いた例文を構成する語句のうちいずれかの語句が
、ユーザによって選択されたとき、選択された語句５６の説明、たとえば選択された語句
５６の例文内における意味の表記５７のみが表示部１１に表示されてもよい。
【０２３８】
　また、前述の実施形態では、第１言語として中国語を用い、第２言語として日本語を用
いたときの電子辞書装置１００の構成について述べたが、本発明の他の実施形態では、第
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１言語が日本語、第２言語が中国語であっても好適に実施することができる。さらに、本
発明の他の実施形態では、電子辞書装置１００に他の言語の辞書データを備えれば、第１
言語および第２言語は、中国語および日本語に限らず、他の言語、たとえばドイツ語、ロ
シア語、イタリア語およびフランス語であっても好適に実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【０２３９】
【図１】本発明の第１の実施形態である電子辞書装置１００の外観を示す図である。
【図２】電子辞書装置１００の電気的構成を示すブロック図である。
【図３】ＲＯＭ３５に記憶されている内容を示す図である。
【図４】単字見出し語データ３７の内容の一例を示す図である。
【図５】単字見出し語データ３７の内容の一例を示す図である。
【図６】熟字見出し語データ３８の内容の一例を示す図である。
【図７】熟字見出し語データ３８の内容の一例を示す図である。
【図８】熟字見出し語データ３８の内容の一例を示す図である。
【図９】見出し語を検索するときの表示画面の表示例を示す図である。
【図１０】部首画数および部品画数を入力したときの表示画面の表示例を示す図である。
【図１１】部首候補から部首を選択したときの表示画面の表示例を示す図である。
【図１２】部首および部品を選択することによって検索された検索語の表示画面の表示例
を示す図である。
【図１３】部首画数を入力して表示される部首候補から部首を選択することによって検索
された検索語の表示画面の表示例を示す図である。
【図１４】電子辞書装置１００における見出し語５０に関する説明情報の表示例を示す図
である。
【図１５】見出し語５０を用いた例文を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に
関する説明の表示例を示す図である。
【図１６】見出し語５０を用いた例文を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に
関する説明の表示例を示す図である。
【図１７】見出し語５０の説明情報および選択語句５６の説明の表示処理の一例を示すフ
ローチャートである。
【図１８】第２の実施形態である電子辞書装置１００において、見出し語を用いた例文を
構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関する説明の表示例を示す図である。
【図１９】第３の実施形態である電子辞書装置１００において、見出し語を用いた例文を
構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関する説明の表示例を示す図である。
【図２０】第４の実施形態である電子辞書装置１００において、見出し語を用いた例文を
構成する語句が選択されたときの選択語句に関する説明の表示例を示す図である。
【０２４０】
【図２１】電子辞書装置１００における見出し語５０に関する説明情報の表示例を示す図
である。
【図２２】電子辞書装置１００における見出し語５０に関する説明情報のうち、見出し語
を用いた例文を構成する語句を選択したときの表示画面の表示例を示す図である。
【図２３】第５の実施形態である電子辞書装置１００において、見出し語を用いた例文を
構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関する説明の表示例を示す図である。
【図２４】見出し語を用いた例文を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関す
る説明の表示例を示す図である。
【図２５】見出し語を用いた例文を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関す
る説明の表示例を示す図である。
【図２６】見出し語５０の説明情報および選択語句５６の説明の表示処理の一例を示すフ
ローチャートである。
【図２７】見出し語５０の説明情報および選択語句５６の説明の表示処理の一例を示すフ
ローチャートである。
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【図２８】選択語句の例文内における役割を判断する動作処理を示すフローチャートであ
る。
【図２９】主語キー１６が押下されたときの見出し語５０の説明情報および選択語句５６
の説明の表示処理の一例を示すフローチャートである。
【図３０】見出し語を用いた例文から主語の役割を果たす語句を抽出する動作処理を示す
フローチャートである。
【図３１】本発明の第７の実施形態である電子辞書装置１００において、作成した文を入
力するときの表示画面の表示例を示す図である。
【図３２】入力文およびその意味の表示例を示す図である。
【図３３】入力文を構成する語句が選択されたときの選択語句５６に関する説明の表示例
を示す図である。
【図３４】本発明の第８の実施形態である電子辞書装置１００の外部コネクタ７０に光学
式文字読取り装置７２を接続したときの概略を示す図である。
【図３５】接続ケーブル７１を介して接続された電子辞書装置１００および光学式文字読
取り装置７２の電気的構成を示すブロック図である。
【図３６】画像読取りモードに設定したときにＯＣＲ７２で読取り、かつ電子辞書装置１
００に入力した文の表示例を示す図である。
【図３７】電子辞書装置１００の表示項目設定画面の表示例を示す図である。
【図３８】電子辞書装置１００の表示項目設定画面の表示例を示す図である。
【図３９】電子辞書装置１００の表示項目設定画面の表示例を示す図である。
【図４０】従来の技術の電子辞書装置における見出し語２に関する説明情報の表示例を示
す図である。
【符号の説明】
【０２４１】
　１０　キャビネット
　１１　表示部
　１２　日中キー
　１３　中日キー
　１４　スキャンキー
　１５　作成キー
　１６　主語キー
　１７　述語キー
　１８　目的語キー
　１９　部首・部品キー
　２０　画数キー
　２１　発音キー
　２２　英数字キー
　２３　電源キー
　２４　設定キー
　２５　検索キー
　２６　変換キー
　２７　確定キー
　２８　カーソルキー
　２９　スクロールキー
　３１　キー入力部
　３２　入力制御部
　３３　ＣＰＵ（Central Processing Unit）
　３４　表示制御部
　３５　ＲＯＭ（Read Only Memory）
　３６　電子辞書プログラム
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　３７　単字見出し語データ
　３８　熟字見出し語データ
　３９　文法テーブル
　４０　ＲＡＭ（Random Access Memory）
　１００　電子辞書装置

【図１】 【図２】
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